


先
月
１９
日
か
ら
２０
日
未
明
に
か
け

て
広
島
市
を
襲
っ
た
局
地
的
な
豪
雨

は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安
来
市
は
、
島
根
県
知
事
か
ら
の

緊
急
消
防
援
助
隊
の
出
動
要
請
に
応

じ
、
８
月
２５
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
６

日
間
、
１０
名
の
消
防
職
員
を
被
災
地

に
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
義

援
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
受
付
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
は
、「
５０
年
後
に
１
億
人
程
度

の
安
定
し
た
人
口
構
造
を
保
持
す
る

こ
と
を
目
指
す
」
と
目
標
値
を
掲
げ

ま
し
た
。
島
根
県
も
、「
人
口
対
策

本
部
」
を
立
ち
上
げ
市
町
村
と
の
連

携
を
強
化
し
て
人
口
問
題
に
対
す
る

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
８
月
１８

日
、「
安
来
市
人
口
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、
第
１
回
の
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
部
局
間
の
横
断

的
な
連
携
を
強
化
し
、
人
口
問
題
に

関
す
る
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
基
本
設
計
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
１１
月
か
ら
は
実
施

設
計
に
移
行
す
る
計
画
で
す
。
平
成

し
ゅ
ん
こ
う

２８
年
度
中
の
竣
工
を
目
指
し
、
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳
細
設
計
を
行
い
、
今
月
か
ら
造

成
工
事
に
着
工
い
た
し
ま
す
。

市
民
会
館
は
、
管
理
運
営
基
本
計

画
の
策
定
に
向
け
、
６
月
２６
日
に
管

理
運
営
計
画
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
現
在
ま
で
に
３
回
の
委
員
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
管
理
運
営
に
関
す
る
具

体
的
事
項
の
協
議
を
進
め
る
と
と
も

に
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
給
食
を
受
け
入

れ
る
学
校
も
、
来
年
度
の
夏
季
休
業

期
間
中
の
改
修
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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１０
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

「十周年」

今月の表紙

今年、安来市とともにエッサたちも

誕生から十周年を迎えました。皆さん

にご愛顧いただきましたお礼と感謝を

込めたスペシャルな一枚です。

・撮 影 日 ８月３１日

・撮影場所 安来節演芸

館前特設ステージ

９
月
１
日
に
開
会
し
た
市
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
近
藤
市
長
が

述
べ
た
所
信
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
市
民
会
館（
仮
称
）・
給
食
セ
ン
タ
ー

広
島
県
大
雨
災
害

人
口
対
策

主
要
事
業
の
進
捗
状
況

▽
新
安
来
庁
舎
建
設
事
業
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８
月
２２
日
、
県
知
事
に
対
し
、
県

か
ら
公
園
用
地
を
取
得
し
、
市
で
造

成
と
公
園
整
備
を
一
体
的
に
行
う
旨

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
と
具
体
的
に
協
議
を

進
め
、「
地
の
利
」
を
生
か
し
た
広

域
交
流
の
場
と
し
て
、
公
園
を
整
備

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７
月
１４
日
、
正
調
安
来
節
を
、
安

来
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
ま

し
た
。
民
謡
を
市
の
文
化
財
と
し
て

指
定
す
る
の
は
、
県
内
で
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
正
調
安
来

節
を
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
、
市

民
へ
の
周
知
、
普
及
を
図
る
と
共

に
、
文
化
的
価
値
を
更
に
高
め
る
た

め
の
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

８
月
１４
日
か
ら
１７
日
ま
で
の
４
日

間
、「
や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り
」
を

開
催
し
、
月
の
輪
神
事
や
様
々
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１４
日
に
は
、
５
千
発
の
花
火
が
上

が
り
、
約
４
万
５
千
人
の
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。
１６
日
に
は
、
伝
統

的
な
正
調
安
来
節
踊
り
や
仁
輪
加
パ

レ
ー
ド
に
約
４
０
０
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
市
内
各
地
で
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。
地
域
の
伝
統
行
事
を
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
が
各
地

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
が
地
域
の

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
、
今
後
も

市
民
の
皆
様
の
活
躍
に
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

安
来
の
夏
祭
り

広大な面積を持つ
中海ふれあい公園（仮称）

市
議
会
９
月
定
例
会

市
長
所
信

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
（
仮
称
）

市議会９月定例会で所信を述べる近藤市長

正
調
安
来
節

多くの観客が
詰めかけた月
の輪まつり
（明治町ステ
ージ）
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８
月
２２
日
、
島
根
県
知
事
に
対

し
、
１２
項
目
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
原
子
力
発
電
所
安
全
確
保
対

策
を
は
じ
め
、
地
域
振
興
分
野
で
は

定
住
支
援
体
制
強
化
交
付
金
の
継
続

な
ど
３
項
目
、
健
康
福
祉
分
野
で
は

乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
拡
充
な
ど

２
項
目
、
基
盤
整
備
分
野
で
は
中
海

架
橋
の
建
設
促
進
な
ど
３
項
目
、
教

育
分
野
で
は
史
跡
富
田
城
跡
整
備
の

支
援
な
ど
２
項
目
、
そ
の
ほ
か
木
材

の
搬
出
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

安
来
市
総
合
計
画
は
、
合
併
後
に

策
定
し
た
現
在
の
計
画
が
、
平
成
２７

年
度
末
で
終
期
を
迎
え
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
２
カ
年
を
か
け
て
、
次
期

総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。今
年
度
は
、市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行

い
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
基
本
構
想
案
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

８
月
１１
日
に
十
神
小
学
校
で
開
催

し
た
「
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体

操
会
」
は
、
７
０
０
名
を
超
え
る
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
お
出
か
け
い
た

だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
９
月
２８
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
「
幸
盛
祭
」
に
は
、
大
河
ド

ラ
マ
で
山
中
鹿
介
役
を
演
じ
ら
れ
た

別
所
哲
也
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
月

山
を
巡
る
「
鹿
介
ウ
ォ
ー
ク
」
や
「
幸

盛
マ
ラ
ソ
ン
」、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
近
代
日
本
の
彫
刻
界
を
代

表
す
る
安
来
市
出
身
の
彫
刻
家
「
米

原
雲
海
」
を
顕
彰
し
、
市
内
３
会
場

で
展
覧
会
や
講
演
会
、
ま
ち
あ
る
き

ツ
ア
ー
な
ど
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
記
念
式
典
で
講
演
を
い

た
だ
く
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
渡
部
陽
一

さ
ん
の
写
真
展
を
、
和
鋼
博
物
館
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。

１０
月
４
日
の
記
念
式
典
で
は
、
自

治
功
労
者
表
彰
や
市
の
歌
・
市
民
憲

章
・
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
各
制
定

と
記
念
講
演
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
を
考
え
て
お
り
、
現
在
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

汐
彩
住
宅
団
地
分
譲
促
進
は
、
平

成
２５
年
４
月
か
ら
、
３０
％
の
値
下
げ

を
し
、
分
譲
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

１０
月
１０
日
か
ら
１９
日
ま
で
、
汐
彩
住

宅
団
地
に
お
い
て
、「
ハ
ー
モ
ニ
ー

タ
ウ
ン
汐
彩
住
宅
祭
２
０
１
４
」
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
に
お
出
か

け
い
た
だ
き
、
団
地
の
Ｐ
Ｒ
と
分
譲

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

先
般
、
平
成
２６
年
度
の

普
通
交
付
税
の
算
定
が
行

わ
れ
、
交
付
額
が
８１
億
８

千
万
円
余
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
２５
年
度
決
算
に
お
け
る
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

は
、
い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

議
決
案
件
２１
件
、認
定
案
件
１１
件
、

報
告
案
件
６
件
、
諮
問
案
件
１
件
。

平
成
２６
年
度
安
来
市
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
総
額
７
億
４
０
０
０
万

円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
予
算
規
模

は
２
５
２
億
４
５
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

主
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

５
億
８
８
０
０
万
円
、
保
育
士
等
処

遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
１
４
０
０
万

す

い

と

う

円
、
水
痘
予
防
接
種
事
業
及
び
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
事
業
１
８
０
０
万
円
、

土
地
改
良
事
業
１
２
０
０
万
円
、
ふ

る
さ
と
寄
附
事
業
８
４
０
万
円
、
将

棋
王
将
戦
招
致
事
業
３
８
０
万
円
な

ど
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

幸盛祭は、俳優・
別所哲也氏をゲ
ストに９月２８日
に開催します

島
根
県
へ
の
重
点
要
望

安
来
市
の
財
政
状
況

市議会９月定例会

市長所信

新
安
来
市
発
足
１０
周
年
記
念
事
業

及
び
記
念
式
典

今
回
提
案
し
た
案
件

ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン
汐
彩
住
宅
祭

第
２
次
総
合
計
画
策
定

１０月１０日から住宅祭を開催
する汐彩住宅団地

●
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
６
０

４



逆
さ
に
な
っ
た
家
、
重
な
り
合
う

車
、
巨
大
な
石
や
大
木
を
巻
き
込
ん

だ
土
石
流
の
痕
跡
。
目
に
し
た
の
は

想
像
を
絶
す
る
光
景
で
し
た
。

任
務
に
つ
い
た
安
佐
南
区
八
木
地

区
で
は
９
人
が
行
方
不
明
。
私
た
ち

の
到
着
日
に
よ
う
や
く
重
機
の
通
路

が
確
保
で
き
、
本
格
的
な
捜
索
が
始

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
重
機
の
入

る
場
所
は
限
定
さ
れ
、
人
が
い
そ
う

な
家
屋
や
入
り
組
ん
だ
場
所
は
、
隊

員
ら
の
手
で
掘
っ
て
行
き
ま
し
た
。

被
災
し
た
家
屋
は
床
下
３０
㌢
〜
６０
㌢

程
の
土
砂
が
堆
積
。
家
の
中
に
車
が

５
台
も
折
り
重
な
っ
た
家
な
ど
も
あ

り
、
土
石
流
の
凄
ま
じ
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
し
た
。
土
砂
を
取
り
除
く
と

本
や
靴
な
ど
日
用
品
が
現
れ
、
生
活

し
て
お
ら
れ
た
痕
跡
を
見
る
度
に
、

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い

で
し
た
。

直
接
、
行
方
不
明
者
を

発
見
す
る
事
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１
日
も
早

い
、被
災
地
の
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。

広島土砂災害

派遣隊員が語る
災害現場

島
根
県
救
急
消
防
援
助
隊
安
来
隊
の
記
録

■問い合わせ

消防総務課

℡２３‐３４１０

森山北斗
消防副士長

８
月
１８
日
か
ら
の
豪
雨
で
土
石
流
が
ま
ち
を
飲
み
込
み
、
死
者
７３
名
、
行
方
不
明
者
１

名
（
９
月
１１
日
現
在
）
の
被
害
を
出
し
た
広
島
土
砂
災
害
。
支
援
要
請
を
受
け
て
８
月
２５

日
か
ら
３０
日
に
か
け
て
安
来
市
消
防
職
員
１０
名
の
隊
員
が
、
東
日
本
大
震
災
以
来
３
年
ぶ

り
と
な
る
島
根
県
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
広
島
市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
場
で
救
助

活
動
に
あ
た
っ
た
隊
員
の
記
録
写
真
か
ら
災
害
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

▲大木はチェーンソー
で細かくして運搬

▲押し流されてきた巨大な石

▲航空写真。山から土石流が建物をなぎ倒している

▲土石流が通った跡

▲土砂で埋もれた県営住宅での捜索

▲住民からいただいた
感謝のメッセージ

５



平
成
２８
年
度
か
ら
１０
年
間
、
安
来

の
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
総
合
計

画
を
検
討
す
る
第
１
回
の
審
議
会
が

８
月
２６
日
、
安
来
中
央
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は
、
市
の
各
計
画
の

最
上
位
に
位
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
を
定
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
指
針
。
現
在

の
総
合
計
画
は
平
成
１８
年
に
策
定
さ

れ
、平
成
２７
年
度
で
終
期
を
迎
え
ま
す
。

市
長
の
諮
問
を
受
け
選
ば
れ
た
、

市
内
団
体
の
代
表
者
や
学
識
経
験

者
、
公
募
で
選
出
さ
れ
た
市
民
な
ど

１９
人
の
委
員
が
、
早
速
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
住
民
意
向
調
査
や
現
計
画
の
評
価
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
審
議

を
重
ね
、
意
見
を
ま
と
め
て
市
に
答
申
を
行
い
ま
す
。

広
島
で
８
月
１９
日
か
ら

降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
の
救
援
の
た
め

８
月
２５
日
、
島
根
県
緊
急

消
防
援
助
隊
安
来
隊
と
し
て
５
名
の
隊

員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

現
地
か
ら
の
要
請
を
受
け
組
織
さ
れ

た
安
来
隊
は
、
近
藤
市
長
か
ら
激
励
を

受
け
、
職
員
が
見
送
る
中
、
被
災
地
に

赴
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
県
内
か
ら

集
ま
っ
た
他
の
隊
員
た
ち
と
合
流
し

て
、
最
も
被
害
の
大
き
い
広
島
市
安
佐

南
区
で
、
２７
日
ま
で
の
３
日
間
、
人
命

救
助
や
土
砂
の
掘
削
作
業
の
任
務
に
あ

た
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２６
日
に
追
加
の
救
援
要
請
が
あ
り
、
８
月
２７
日
か
ら

３０
日
ま
で
、
新
た
に
５
名
の
隊
員
が
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
同
様
の
任
務
に
従

事
し
ま
し
た
（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

市
の
人
口
減
少
に
関
す
る
問
題
を
全
庁
的
な
体
制
で
取
り
組
む

安
来
市
人
口
対
策
本
部
を
８
月
１８
日
に
設
置
し
、
安
来
中
央
交
流

セ
ン
タ
ー
で
初
会
合
を
行
い
ま
し
た
。

政
府
に
お
い
て
人
口
急
減
対
策
な
ど
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り

組
み
が
本
格
化
す
る
こ
と
か
ら
、
安
来
市
で
も
本
部
を
設
置
。
市

長
を
本
部
長
と
し
て
全
部
の
部
長
・
次
長
級
職
員
で
組
織
さ
れ
、横

断
的
な
連
携
強
化
に
よ
り
人
口
対
策
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

初
会
合
で
は
、
現
状
や
国
県
で
の
対
策
な
ど
を
確
認
し
た
後
、

雇
用
や
子
育
て
に
関
す
る
施
策
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。
今
後
は

各
担
当
者
レ
ベ
ル
の
連
絡
調
整
会
議
で
検
討
す
る
ほ
か
、
国
県
に

も
積
極
的
に
働
き
か
け
る
予
定
で
す
。

所属組織等

学識経験者

一般公募者

学識経験者

やすぎ農業協同組合

安来市交流センター連絡協議会

社会福祉法人安来市社会福祉協議会

一般公募者

安来市子ども・子育て推進会議

安来商工会議所

安来市労働組合協議会

日立金属㈱安来工場

安来市観光協会

安来市ＰＴＡ連合会母親委員会

安来市商工会

一般公募者

安来青年会議所

安来市自治会代表者協議会

学識経験者

一般社団法人安来市医師会

氏 名

足立 正智

石場 智子

井戸 麻美

伊藤 精一

岡屋 榮六

小笹 邦雄

門脇 一夫

喜多川由紀

小林 一夫

小松原直樹

佐坂 克郎

田中 操

永井ゆかり

中村 義英

秦 登志博

浜田 学

原 治男

毎熊 浩一

吉田 裕

第第１１回回総総合合計計画画審審議議会会開開催催

安安来来のの新新たたなな道道ししるるべべをを検検討討

広広島島にに援援助助隊隊をを派派遣遣
豪豪雨雨にによよるる土土砂砂災災害害支支援援

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

▼

出
発
式
で
敬
礼
を
交
わ
す

隊
員
と
近
藤
市
長

安来市総合計画審議会委員 （敬称略）

会長に足立正智氏、副会長に毎熊浩一氏が
選出されました。

人人口口対対策策本本部部をを設設置置

全全庁庁的的にに取取りり組組みみまますす

６



●『市街地循環バス』を新たに運行します

ダイヤや運行路線は、今月号に折りこんでいるチラシをご覧ください。

●市街地循環バスの運行に伴い、「買い物バス」の路線を縮小します

和田団地や新十神町、汐彩団地では市街地循環バスを運行するため

「買い物バス」は安来駅止まりの運行となります。

●「広瀬＝荒島線」を一部安来駅まで延長します

現在、荒島駅止まりとなっている「広瀬＝荒島線」は、一日１往復のみ、荒島駅

～安来駅まで区間を延長します。

●「安来＝清水線」を休止します

極めて利用が少ない「安来＝清水線」は休止し、「安来＝吉田線」で運行します。

期間 10月1日㈬～11月30日㈰ ※12月 1日㈪より通常運行に戻ります

※社会実験の期間

中、バスを利用され

た方や周辺にお住ま

いの皆様にアンケー

ト調査を行います。

ご協力をお願いしま

す。

※詳細な時刻表・路

線図は、安来市の

ホームページ、各交

流センター、バス

ターミナルでご覧い

ただけます。

バ
ス
を
身
近
に
感
じ
て

高
齢
者
向
け
バ
ス
教
室
開
催

高
齢
者
に
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
８
月
２９
日
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
高
齢
者

向
け
の
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
お
年
寄
り
や
足
の
不
自
由
な
人
が

乗
り
降
り
し
や
す
い
よ
う
、
床
を
低
く
設
計
し
た

低
床
バ
ス
の
展
示
・
乗
降
体
験
や
、
満
７５
歳
以
上

の
人
の
乗
車
料
金
が
半
額
に
な
る
割
引
制
度
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
安
全
協
会

の
職
員
が
、
車
内
で
転
倒
に
よ
る
事
故
が
多
い
こ

と
に
触
れ
、「
降
り
る
際
は
、
バ
ス
が
停
止
し
て

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
」
と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

普
段
は
車
を
使
用

し
て
い
る
中
尾
龍
夫

さ
ん
（
野
方
町
・
７４

歳
）
は
「
車
内
は
明

る
く
て
座
席
も
広
く

乗
り
降
り
も
し
や
す

か
っ
た
。
た
ま
に
は

バ
ス
に
も
乗
っ
て
み

た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

10月・11月は社会実験のため、

イエローバスのダイヤと路線を一部変更します

シシリリーーズズ 安安来来のの公公共共交交通通がが変変わわりりまますす②②

■問い合わせ

市民参画課

℡２３‐３０６９

９月２１日㈰～３０日㈫

交通ルールとマナー

を守り、交通事故の

防止に努めましょう

変変

更更

内内

容容

７
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平成２５年度

９１．１％

２０８．２％

５７．５％

平成２４年度

８９．６％

２０４．９％

５３．１％

平成２３年度

８７．７％

１９８．０％

４５．２％

平成２２年度

８５．４％

２００．９％

３２．９％

平成２１年度

８７．１％

２１４．２％

２５．８％

区 分（健全ライン）

（８０％以下）

（２００％以下）

（５０％以上）

経常収支比率 ※１

地方債現在高比率 ※２

基金現在高比率 ※３

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
２
６
４
億
３
３
５
０
万
円
、

歳
出
総
額
２
５
８
億
５
６
６
２
万

円
で
、
形
式
収
支
は
５
億
７
６
８

８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
一

般

財

源

が
１
億
５
１
１
８
万

円

で
、
実
質
収
支
は
４
億
２
５
７
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成 25 年度決算を９月の定例議会に提出しまし

た。市政は皆さんの大切な税金をもとに運営されて

います。どれくらい収入があって、どのような目的

に使われたかその概要をお知らせします。

※３…基金現在高比率

新規積立等により、基金現在高は７億３

２５０万円の増で、前年度より４．４ポイン

ト改善しました。この指標は、将来への蓄

えを把握するための指標として用いられて

います。

【歳入の推移】

■歳入総額は前年度比 6.4％の増

主なものとして、市たばこ税が税源移譲により増となり地方税全体

では 0.4％の増、地方交付税は 5745 万円の減、国庫支出金について

は第一中学校、消防庁舎など大型事業により 50.4％の増、地方債に

ついても事業の増により 10.0%の増となりました。

指標でみる財政状況

一般会計の概要

※１…経常収支比率

物件費や補助費の増により、前年度より１．５ポイ

ント悪化しました。この指標は、財政構造の弾力性を

示す指標として用いられています。

※２…地方債現在高比率

市債（借入金）の新規発行額の増加により、市債残

高は８億６３１７万円の増で、前年度より３．３ポイン

ト悪化しました。この指標は、将来の公債費負担や地

方債の発行可能額を把握するための指標として用いら

れています。

決決算算報報告告
２６４億３３５０万円

●財政指標の推移

【歳入の内訳】

歳入総額

８



歳 出（支出）

対前年度増減

△84,561

41,260

115,190

△57,629

208,040

△388

△5

7

△43,734

4,464

平成２５年度

4,593,199

988,532

4,230,678

2,873,606

785,736

337

25

32

561,830

3,002,731

歳 入（収入）

対前年度増減

△215,054

40,151

113,873

△56,212

208,211

△388

△8

△22

△929

△98,379

平成２５年度

4,636,319

997,404

4,302,175

2,876,849

786,161

511

49

171

638,892

2,848,716

会計名

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡易水道事業特別会計

母 里 財 産 区 特 別 会 計

井 尻 財 産 区 特 別 会 計

赤 屋 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

安来市立病院事業会計

特別会計

公営企業
会計

安安来来市市

●平成２５年度歳入歳出決算額および対前年度比較表 （単位：千円）

安来市の会計には、一般会計のほか、国民健康保険事業や介護保険事業などの「特別会計」や、

水道事業や病院事業などの「公営企業会計」があります。

いずれも国民健康保険税や介護保険料、水道料金や医業収入など特定の収入を財源に事業を行っ

ており、その収支状況を明確にするため、一般会計とは別に会計処理を行っています。

■歳出総額は前年度比 6.8％の増

主なものとして、汚泥再生処理センター整備事業の完了により衛生費が 32.4％の減、

下ノ原２号線道路改良事業、緑地公園整備事業、公営住宅整備事業などにより土木費が

57.0％の増、第一中学校建設事業により教育費が 61.9％の増となりました。

【歳出（性質別）の推移】

２５８億５６６２万円

特別会計等の決算状況

平平成成２２５５年年度度

【歳出（目的別）の内訳】

歳出総額

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
℡
２３‐

３
０
２
６

９



財政再生基準

２０．００

３０．００

３５．０

―

早期健全化基準

１２．８０

１７．８０

２５．０

３５０．０

安来市

―

―

１５．３

１０９．５

項 目

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

経営健全化基準

２０．００

安来市

―

―

―

―

項 目

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

簡易水道事業会計

下 水 道 事 業 会 計

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、ともに黒字のため「－」表示にしています。

平成２５年度決算における健全化判断比率 （単位：％）

安
来
市
は
す
べ
て
の

基
準
値
を
ク
リ
ア
し

て
い
ま
す

公
営
企
業
会
計
の
指
標

安安来来市市のの財財政政をを
判判断断すするる指指標標

資

金

不

足

比

率

一
般
会
計
の
赤
字
に
あ
た
る
公
営

企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
等

の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経

営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
す
べ
て
の
会
計
で
資

金
不
足
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
指
標
は
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

自
治
体
の
財
政
健
全
化
度

を
判
断
す
る
た
め
に
用
い

ら
れ
る
指
標
で
す
。
こ
の

制
度
で
は
、
一
般
会
計
の

ほ
か
、
特
別
会
計
や
公
営

企
業
会
計
等
も
含
め
た
財

政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成２５年度決算における資金不足比率（単位：％）

※黒字のため「－」表示にしています。

２５
年
度
決
算
は
、
財
政
上

の
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
示
す

「
早
期
健
全
化
基
準
」
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
。
安
来

市
の
財
政
は
健
全
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
ね
！

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
自
主
的
な

改
善
努
力
に
よ
り
財
政
健
全
化
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合

経
営
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
経
営
の
健
全
化

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
再
生
計
画
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
国
等
の
関
与

に
よ
り
確
実
な
再
生
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
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連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
の
指
標

安
来
市
に
は
一
般
会
計
の
ほ
か

に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

等
７
つ
の
特
別
会
計
（
財
産
区
除

く
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
の

会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
基
に
、
地
方

公
共
団
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
全
て
の
会
計
を
合
算

し
て
１３
億
１
０
７
７
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
お
り
、
連
結
実
質
赤
字

額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

実

質

赤

字

比

率

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を

行
う
地
方
自
治
体
の
一
般
会
計
の
赤

字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営

の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
４
億
２
５
７
０
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
赤
字

額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問い合わせ
財政課℡２３‐３０２６

将

来

負

担

比

率

実
質
公
債

費
比
率

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の
借

入
金
（
地
方
債
）
や
、
将
来
支
払
っ

て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化

し
、
将
来
負
担
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。（
家

計
に
例
え
る
と
借
金
総
額
が
年
収
の

何
倍
に
あ
た
る
か
）

安
来
市
で
は
１
０
９
・
５
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
前
年
度
よ
り
６
・
７
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

借
入
金
の
返
済
額
お

よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額

の
大
き
さ
を

指

標

化

し
、
資
金
繰
り
の
危
険

度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
１５
・
３

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、

前
年
度
と
同
様
で
し
た
。
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適適正正なな
処処理理がが確確認認
ででききまませせんん

メーカーによるリサイクル

が義務づけられています。処

理方法は、製品

を購入されたお

店やお近くの電

器店などにご相

談ください。

●● ●● ●●

「「無無許許可可」」のの
回回収収業業者者を

利利用用ししなないいでで
ください

■家庭用パソコン

家庭廃棄物を回収する

無許可業者の事例

※家庭の廃棄物は「産業

廃棄物処理業の許可」や

「古物商の許可」では回

収できません。

●問い合わせ 環境政策課 ℡２３‐３１００

家庭から廃家
電・廃棄物を

出すときは

■家電４品目
（テレビ、エアコン、冷蔵庫・

冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

家電リサイクル法によりリサ

イクルが義務づけられていま

す。

●主に回収する場所

▽買い替えの場合…買い替えた

電器店

▽処分のみ…お近くの電器店な

どにご相談ください。

業者が家庭からの廃棄物を回収するには、「一般廃棄物

処理業」の許可が必要です。しかし、近年、許可を得ずに

「無許可」の業者が回収しているケースが見受けられま

す。無許可の回収業者は、家庭から出る不用品（主に家電

製品）を、無料または格安で引き取るといったフレーズで

回収を行っています。

無許可業者によって回収された廃棄物は、不適切な処理

により環境汚染を引き起こしたり、不法投棄をしたりする

など、不適正な事例が報告されています。中には、無料と

言いながら高額な運搬費を請求する悪質な業者に関する報

告もあります。家庭からの廃棄物は、必ず市の許可を得た

適正な業者に依頼しましょう。

特に家電製品は、フロン、鉛、ヒ素といった有害物質が

含まれているものがあるため、廃棄する場合には適切な処

理が必要です。不要になった廃家電は電器店に引き取って

もらうなど、適正な処分方法によって処理をしましょう。

●無許可の廃品（不用品）回収業者にご注意を

●不法投棄、不適正処理の報告がされています

●家電は正しくリサイクル

主な家庭の廃棄物の処理の方法

■粗大ごみ

（指定袋に入らないもの）

ご自分で処理施設へ直接搬入す

る方法と、市が回収して処理する

２つの方法があります。直接搬入

する場合は、搬入する処理施設に、

回収の場合、環境政策課に収集の

申し込みが必要です。詳しくは分

別の手引きをご覧ください。
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新
た
に
文
化
財
を
指
定
し
ま
し
た

有
形
文
化
財

所在地：安来市清水町５２８

清水寺山内の蓮乗院の墓地に

ある南北朝時代の宝篋印塔。正

平十二年（１３５７年）の銘をもつ。

所在地：黒井田町１００８

鎌倉後期から南北朝期に製作

された島根県を代表する完存す

る数少ない五輪塔。

ほうきょう

蓮蓮乗乗院院宝宝篋篋印印塔塔

黒黒鳥鳥大大日日堂堂五五輪輪塔塔

■
問
い
合
わ
せ

文
化
課

℡
２３‐

３
３
１
５

安
来
市
で
は
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
財
産
と
し
て
次
の
６
つ
の

文
化
財
を
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

無
形
・
民
俗
文
化
財

所有者：安来節保存会

北前船寄港地周辺の安来で船乗りた

ちが伝えたものをベースに幕末から明

治中期にかけて成立。以後１００年に

わたり形状を変えずに現代まで受け継

がれています。

安来節は「北前船流通圏」の中で民

衆の歌がどのように発展していったか

を示し、また、大正時代、初代渡部お

糸一座の活躍で一躍全国に広まり、日

本の大衆演芸史にも大きな足跡を記す

貴重な無形文化遺産です。

正正調調安安来来節節

所在地 :広瀬町富田（城安寺）

広瀬松平家９代目のお墓。県

内に残る唯一の広瀬藩主の墓。

所在地：広瀬町富田（巌倉寺）
か げ ゆ

堀尾家家臣堀尾勘解由の墓と

推定される。来待石製で良好な

まま残る貴重な石造物。

なおあき

松松平平直直諒諒墓墓

親親子子観観音音石石塔塔

全全国国かからら884444人人のの出出場場者者

安安来来節節全全国国優優勝勝大大会会

安来節の日本一を決める「安来

節全国優勝大会」が８月１５日から

１７日までの３日間、安来市民体育

館で開催されました。

この大会は、全国６５支部・会員

約３６００人を持つ安来節保存会が、

安来節の技術の向上と普及を目的

に毎年開催。この日は全国６カ所

で行われた予選会を通過した延べ

８４４人が出場しました。

出場者の年齢は６歳から８３歳ま

でと幅広く、

唄・絃（げん）

（三味線）・鼓

・踊り・銭太

鼓の５種目で、

審査員や多く

の観客に自慢

の技を披露し

ました。

所在地：広瀬町富田（巌倉寺）

来待石製の五輪塔としては日

本最大級（高さ 312 ㌢）であり、

堀尾吉晴の墓として伝承される。

いわくら

巌巌倉倉寺寺五五輪輪塔塔

安来市文化財とは

歴史、芸術、学術、

観賞等の観点から価値

が高いと認められるも

の。保護委員審議を経

て決定し、現在、５５の

文化財が指定されてい

ます。
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年

月

内

容

平成１６年

４
月

１０
月

・
総
務
大
臣
に
よ
る
官
報
告
示
に
よ
り

Ｈ
１６
・
１０
・
１
合
併
が
正
式
決
定

・
新
設
合
併
で
新
生
安
来
市
が
誕
生

・
合
併
後
初
の
市
議
会
（
臨
時
議
会
）
開
催
…
①

・
市
長
選
挙
（
島
田
二
郎
市
長
誕
生
）

平成１７年

１
月

３
月

５
月

６
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

・
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭
オ
ー
プ
ン
…
②

・
広
瀬
図
書
室
を
広
瀬
町
中
央
公
民
館
（
現
広
瀬
中

央
交
流
セ
ン
タ
ー
）
に
移
転
…
③

・
笹
刈
農
道
笹
刈
ト
ン
ネ
ル
貫
通

・
山
佐
ダ
ム
体
験
交
流
施
設
し
ゅ
ん
工

・
１０
年
目
の
や
す
ぎ
刃
物
ま
つ
り
開
催

・
木
戸
川
で
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
確
認

・
コ
カ
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
と
災
害
対
応
型

自
動
販
売
機
運
用
の
協
定
調
印
式
…
④

・
市
道
安
来
港
福
井
線
開
通
…
⑤

・
中
海
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
内
定

・
市
営
安
田
団
地
完
成

・
笹
刈
農
道
開
通

・
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

・
第
１
回
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
…
⑥

・
土
地
改
良
区
合
併
予
備
調
印
式

・
子
ど
も
安
全
セ
ン
タ
ー
設
置

創刊号 紅葉に
染まる清水寺

広
報
写
真
で
振
り
返
る
合
併
１０
年

安
来
市
は
１０
月
１
日
に
合
併
１０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
１０
年
を
記
念

し
て
そ
の
歩
み
や
出
来
事
を
広
報

の
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

平
成
１６
年
〜
平
成
１９
年

人口４万５０３０人

新生安来市誕生

【【ＨＨ１１５５．．１１２２】】首首長長にによよるる合合

併併協協定定調調印印式式

①①【【ＨＨ１１６６．．１１００】】初初のの市市議議会会開開催催

【【ＨＨ１１７７．．５５】】安安来来祭祭りり iinn

おおええどどににほほんんばばしし

③③【【ＨＨ１１７７．．１１】】広広瀬瀬図図書書室室がが広広瀬瀬

中中央央交交流流セセンンタターーにに移移転転

②②【【ＨＨ１１７７．．１１】】ややすすぎぎ懐懐古古館館

一一風風亭亭オオーーププンン

⑥⑥【【ＨＨ１１７７．．１１１１】】第第１１回回ななかかううみみ

ママララソソンン開開幕幕

④④【【ＨＨ１１７７．．６６】】災災害害

対対応応型型自自販販機機設設置置

【【ＨＨ１１６６．．１１２２】】市市民民広広場場イイルルミミ

ネネーーシショョンン

【【ＨＨ１１７７．．１１００】】合合併併１１周周年年

記記念念第第九九ココンンササーートト

⑤⑤【【ＨＨ１１７７．．８８】】安安来来港港

福福井井線線開開通通
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広報写真で振り返る合併１０年

年

月

内

容

平成１８年

１
月

２
月

３
月

５
月

７
月

９
月

１０
月

・
安
来
節
演
芸
館
し
ゅ
ん
工
…
⑦

・
菅
原
広
瀬
バ
イ
パ
ス
菅
原
ト
ン
ネ
ル
貫
通

・
社
日
小
学
校
し
ゅ
ん
工

・
や
す
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立

・
安
能
広
域
農
道
塩
谷
ト
ン
ネ
ル
貫
通

・
市
道
和
田
南
線
開
通

・
安
来
伯
太
日
南
線
の
母
里
・
井
尻
バ
イ
パ
ス
開
通

・
豪
雨
に
よ
り
市
内
全
域
で
甚
大
な
被
害

・
は
く
た
文
化
学
習
館
に
「
時
の
櫓
」
完
成

・
し
ま
ね
映
画
塾
、
安
来
市
が
舞
台
…
⑧

・
汐
彩
公
園
開
園
…
⑨

・
和
鋼
博
物
館
で
古
代
た
た
ら
復
元
…
⑩

平成１９年

１
月

３
月

４
月

５
月

６
月

１１
月

・
夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ
入
館
者
２
０
０
万
人
達
成

・
あ
ら
え
っ
さ
ス
タ
ジ
ア
ム
銘
板
除
幕
式

・
広
瀬
・
布
部
・
山
佐
・
比
田
中
学
校
閉
校
式

・
は
ん
が
甲
子
園
で
安
来
高
校
日
本
一

・
４
中
学
校
を
統
合
し
広
瀬
中
学
校
開
校
…
⑪

・
安
来
大
橋
し
ゅ
ん
工

・
産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ
設
立

・
宇
波
地
区
林
野
火
災
発
生
…
⑫

・
安
来
節
保
存
会
が
ド
イ
ツ
で
安
来
節
…
⑬

・
亀
嵩
比
田
連
合
体
育
大
会
が
百
年
目
の
開
催

・
合
併
３
周
年
記
念
「
市
の
花
・
木
・
鳥
・

魚
」
制
定
…
⑭

・
安
来
市
が
「
地
方
自
治
法
施
行
６０
周
年
記

念
総
務
大
臣
表
彰
」
受
賞

⑬⑬【【ＨＨ１１９９．．９９】】ドドイイツツ安安来来節節

公公演演

【【ＨＨ１１９９．．１１１１】】岩岩崎崎恭恭子子ささんん

のの水水泳泳教教室室

⑧⑧【【ＨＨ１１８８．．９９】】安安来来をを舞舞台台

にに映映画画撮撮影影

⑦⑦【【ＨＨ１１８８．．１１】】安安来来節節演演芸芸館館オオーーププンン

⑫⑫【【ＨＨ１１９９．．５５】】宇宇波波地地区区林林野野火火災災

⑨⑨【【ＨＨ１１８８．．９９】】汐汐彩彩公公園園

完完成成⑪⑪【【ＨＨ１１９９．．４４】】広広瀬瀬中中学学校校開開校校

⑩⑩【【ＨＨ１１８８．．１１００】】古古代代たたたたらら

をを復復元元

【【ＨＨ１１９９．．８８】】月月のの輪輪ままつつりり

平成１９年１１月号
芝生化された社
日小の校庭
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年

月

内

容

平成２０年

４
月

６
月

１０
月

・
安
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
社
団
法

人
化

・
中
山
間
地
域
元
気
い
き
い
き
補
助
金
制
度

創
設

・
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
完
成
…
①

・
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
が
２
０
０
７
全
国

ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
１
０
０
撰
に
選
出

・
安
来
中
心
市
街
地
バ
リ
ア
フ
リ
ー
総
点
検
…
②

・
鷹
入
の
滝
が
環
境
省
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
定

・
安
来
市
認
定
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立

・
安
来
市
長
選
挙
（
近
藤
宏
樹
市
長
誕
生
）

・
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
…
③

平成２１年

１
月

４
月

６
月

８
月

１０
月

・
能
義
第
二
地
区
ほ
場
整
備
開
始

・
松
江
養
護
学
校
安
来
分
教
室
開
校

・
地
域
振
興
券
「
あ
ら
え
っ
さ
振
興
券
」
発
売

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
設
置

・
大
塚
保
育
所
園
庭
、
島
田
小
学
校
校
庭
、
大
塚
交

流
セ
ン
タ
ー
庭
を
芝
生
化

・
金
屋
子
農
道
全
線
開
通

「
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ｉ
ｎ
Ｙ
ａ
ｓ
ｕ
ｇ
ｉ
」
開
催

・
合
併
５
周
年
記
念
式
典
開
催

・
バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
し
ゅ
ん
工
…
④

・
安
来
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
に

出
演
す
る
女
優
・
松
下
奈
緒
さ
ん
来
訪
…
⑤

平成 20年６月号
マラソン１００撰

広
報
写
真
で
振
り
返
る
合
併
１０
年

平
成
２０
年
〜
平
成
２３
年

【【ＨＨ２２００．．６６】】ＪＪリリーーググ百百年年構構想想ササッッカカーー教教室室

【【ＨＨ２２００．．１１１１】】社社日日小小とと韓韓国国密密陽陽市市

のの守守山山初初等等学学校校のの児児童童がが交交流流

尼子フェスティバル

勇壮な戦国絵巻

②②【【ＨＨ２２００．．４４】】市市街街地地ババリリ

アアフフリリーー総総点点検検

①①【Ｈ２０．４】観光交流プラザ
完成

【【ＨＨ２２１１．．１１】】平平成成元元年年生生まま

れれがが成成人人式式

③③【【ＨＨ２２００．．１１００】】戦戦国国尼尼子子フフェェスステティィババルル

【【ＨＨ２２１１．．７７】】母母里里小小、、県県自自転転車車

大大会会７７連連覇覇

④④【【ＨＨ２２１１．．１１００】】ババイイオオママススリリ

ササイイククルルセセンンタターーししゅゅんん工工

【【ＨＨ２２００．．５５】】新新型型イインンフフルルエエンン

ザザ対対策策全全戸戸ににママススクク配配布布

１６



広報写真で振り返る合併１０年

年

月

内

容

平成２２年

３
月

６
月

７
月

１２
月

・
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
の
武
良
布
枝
さ
ん
里
帰
り

・
安
来
市
観
光
協
会
設
立
総
会

・
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
放
送
開
始

・
市
立
病
院
が
無
医
地
区
巡
回
診
療
開
始

（
奥
田
原
・
西
谷
地
区
）

・
ゲ
ゲ
ゲ
の
夫
婦
観
光
大
使
が
大
塚
町
に
登
場

・
安
来
市
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
確
認

平成２３年

１
月

２
月

３
月

４
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

・
年
末
年
始
の
豪
雪
…
⑥

・
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
の
ふ
る
さ
と
展
１０
万
人
に
到
達
…
⑦

・
ゲ
ゲ
ゲ
が
縁
で
調
布
市
長
か
ら
雪
害
見
舞
金

・
東
日
本
大
震
災
の
島
根
県
緊
急
援
助
隊
と
し
て
１０

人
を
仙
台
市
に
派
遣

・
安
来
市
給
水
応
援
隊
第
１
班
２
人
を
仙
台
市
に
派
遣

・
ジ
ョ
ー
ホ
ー
ひ
ろ
せ
定
時
放
送
終
了
…
⑧

・
意
東
荒
島
農
道
・
荒
島
農
道
集
落
道
し
ゅ
ん
工
式

・
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
オ
ー
プ
ン
…
⑨

・
レ
ジ
袋
の
削
減
推
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結

・
行
政
告
知
端
末
に
よ
る
放
送
開
始

・
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
を
福
島
県
相
馬
市
に
無
償
譲
渡
…
⑩

・
北
前
船
の
復
元
船
「
み
ち
の
く
丸
」
安
来
港
に
寄
港

・
全
国
高
校
総
体
で
安
来
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子

団
体
が
２８
年
ぶ
り
2
度
目
の
優
勝

・
台
風
１２
号
で
市
内
各
地
に
被
害

・
安
来
節
保
存
会
創
立
百
周
年
記
念
式
典

・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業

し
ゅ
ん
工
式

・
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
開
局
…
⑪

⑤⑤【【ＨＨ２２１１．．１１００】】大大塚塚保保育育所所のの子子どどももたたちちのの歓歓迎迎をを受受けけるる松松下下奈奈緒緒ささんん

【【ＨＨ２２２２．．１１００】】映映画画版版のの主主役役

吹吹石石一一恵恵ささんん

⑦⑦【【ＨＨ２２３３．．１１】】ふふるるささとと展展

来来場場者者１１００万万人人

ゲゲゲの女房大ヒット
大大塚塚地地区区はは連連日日

大大ににぎぎわわいい

⑧⑧【【ＨＨ２２３３．．３３】】ジジョョーーホホーー

広広瀬瀬１１９９年年のの歴歴史史にに幕幕

⑪⑪【【ＨＨ２２３３．．１１００】】どどじじょょっっここ
テテレレビビ放放送送開開始始

⑩⑩【【ＨＨ２２３３．．７７】】ババスス３３台台

をを相相馬馬市市にに無無償償譲譲渡渡

【【ＨＨ２２２２．．９９】】河河井井寛寛次次郎郎
生生誕誕１１２２００年年記記念念事事業業

⑥⑥【【ＨＨ２２３３．．１１】】年年末末年年始始豪豪雪雪

全国に安来をＰＰＲＲ

安来市ふるさと大大使使 桂桂吉吉弥弥ささんん

⑨⑨【【ＨＨ２２３３．．４４】】道道のの駅駅ああららエエッッササ

オオーーププンン

ＨＨＡＡＮＮＺＺＯＯささんん

武武良良布布枝枝ささんん

平成２３年９月号
安来高校男子フェン
シング全国優勝

１７



年

月

内

容

平成２４年

２
月

３
月

４
月

５
月

７
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

・
島
根
県
原
子
力
防
災
訓
練
実
施
…
①

・
安
来
市
で
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
公
式
戦
…
②

・
第
１
回
や
す
ぎ
の
い
ち
ご
フ
ェ
ア

・
広
瀬
小
学
校
に
「
か
ず
と
会
館
」
完
成
…
③

・
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
が
発
足

・
暴
力
団
排
除
条
例
を
施
行
、
安
来
警
察
署
と
連
携

・
認
定
こ
ど
も
園
荒
島
開
園

・
三
日
月
公
園
ふ
れ
あ
い
館
オ
ー
プ
ン

・
比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ
イ
ザ
ナ
ミ
祭
…
④

・
東
京
安
来
会
設
立
２０
周
年

・
国
道
４
３
２
号
菅
原
広
瀬
バ
イ
パ
ス
１
工
区
が
開
通

・
イ
ザ
ナ
ミ
コ
ン
サ
ー
ト
・
イ
ン
・
上
の
台
…
⑤

・
清
水
寺
で
Ｄ‐

Ｋ
ラ
イ
ブ
…
⑥

・
神
話
博
し
ま
ね
開
幕
…
⑦

・
近
藤
宏
樹
市
長
再
選
、
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
…
⑧

・
足
立
美
術
館
庭
園
が
１０
年
連
続
で
日
本
一

・
能
義
神
社
奉
納
公
演
で
女
優
の
浅
野
温
子
さ
ん

が
熱
演
…
⑨

・
安
来
・
月
山
戦
国
ロ
マ
ン
ウ
オ
ー
ク
開
催

・
道
の
駅
に
「
な
か
う
み
交
流
館
」
が
オ
ー
プ
ン

平成２５年

４
月

６
月

・
山
奥
の
楽
し
い
課
外
授
業
…
⑩

・
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
が
し
ゅ
ん
工

・
第
１
回
市
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
検
討
委
員
会

平成２４年８月号
夏バテにどじょう

【【ＨＨ２２４４．．１１】】幻幻想想的的なな光光景景ＤＤ‐‐ＫＫラライイブブ

広
報
写
真
で
振
り
返
る
合
併
１０
年

平
成
２４
年
〜
平
成
２６
年

①①【【ＨＨ２２４４．．２２】】原原子子力力災災

害害にに備備ええたた防防災災訓訓練練

⑤⑤【【ＨＨ２２４４．．７７】】イイザザナナミミ
ココンンササーートト

④④【【ＨＨ２２４４．．５５】】比比婆婆山山神神話話フフェェススタタイイザザナナミミ祭祭開開催催

⑦⑦【【ＨＨ２２４４．．９９】】神神話話博博

ししままねね開開幕幕

②②【【ＨＨ２２４４．．２２】】ｂｂｊｊリリーーググ

安安来来でで公公式式戦戦

古事記編纂１３００年
地元の神話に親しむ

⑨⑨【【ＨＨ２２４４．．１１１１】】能能義義神神社社

奉奉納納公公演演

【【ＨＨ２２５５．．２２】】フフェェンンシシンンググ
長長島島ささんんイインンカカレレ優優勝勝

③③【【ＨＨ２２４４．．３３】】寄寄付付さされれたたおお金金をを

元元にに整整備備ししたた「「かかずずとと会会館館」」

【【ＨＨ２２４４．．１１】】鹿鹿介介ののイイララスストトをを

付付ししたたララッッピピンンググババスス

【【ＨＨ２２４４．．４４】】安安来来ののナナンンババーー

ププレレーートト誕誕生生

⑧⑧【【ＨＨ２２４４．．１１００】】近近藤藤市市長長

２２期期目目ががススタターートト

１８



広報写真で振り返る合併１０年

年

月

内

容

平成２５年

７
月

８
月

９
月

１０
月

・
第
１
回
安
来
市
民
会
館
建
設
検
討
委
員
会

・
集
中
豪
雨
の
災
害
…
⑪

・
夕
涼
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
…
⑫

・
６０
回
記
念
自
治
会
親
善
野
球
大
会

・
市
民
が
原
子
力
災
害
時
の
避
難
先
を
視
察

・
消
防
本
部
新
庁
舎
の
建
設
工
事
が
始
ま
る

・
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
…
⑬

・
安
来
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

平成２６年

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

・
第
一
中
学
校
新
校
舎
し
ゅ
ん
工
記
念
式
典

・
い
ち
ご
女
子
会
結
成
…
⑭

・
地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
集
い

・
安
来
市
原
子
力
発
電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
を

設
置

・
安
能
広
域
農
道
上
吉
田
町
〜
広
瀬
町
富
田
間
開
通

…
⑯

・
映
画
「
た
た
ら
侍
」（
仮
題
）
連
絡
協
議
会
設
立…⑮

・
市
営
栄
町
住
宅
完
成

・
新
安
来
庁
舎
建
設
基
本
設
計
者
決
定

・
図
書
館
１０
周
年
記
念
「
松
本
侑
子
氏
講
演
会
」

・
飯
島
工
業
団
地
の
緑
地
広
場
を
整
備

い
と

・
市
の
歌
「
愛
し

ふ
る
さ
と

安
来
」
完
成
…
⑰

・
第
1
回
安
来
市
民
会
館
（
仮
称
）
管
理
運
営
計
画

検
討
委
員
会
を
開
催

・
し
ま
ね
文
化
振
興
財
団
と
業
務
協
力
協
定

締
結

・
山
常
楼
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
答
申

・
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

いと

⑰⑰【【ＨＨ２２６６．．６６】】市市のの歌歌「「愛愛しし

ふふるるささとと 安安来来」」完完成成

⑬⑬【【ＨＨ２２５５．．９９】】５５年年にに一一度度開開催催

さされれるる尼尼子子フフェェスステティィババルル

⑯⑯【【ＨＨ２２６６．．４４】】安安能能農農道道一一部部供供用用

開開始始

基盤整備
大型事業続々と

⑩⑩【【ＨＨ２２５５．．７７】】山山奥奥のの

楽楽ししいい課課外外授授業業

安安来来市市民民会会館館（（仮仮称称））イイメメーージジ図図

⑮⑮【【ＨＨ２２５５．．４４】】安安来来ででもも撮撮影影開開

始始予予定定のの映映画画「「たたたたらら侍侍」」

⑫⑫【【ＨＨ２２５５．．７７】】夕夕涼涼みみフフェェスス

テテババルル

⑪⑪【【ＨＨ２２５５．．７７】】伯伯太太でで観観測測史史上上最最大大

降降水水量量１１時時間間にに１１００００ミミリリをを記記録録

ⓒ
た
た
ら
侍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

転
載
、
流
用
、
転
写
な
ど
の
一
切
を
禁
じ
ま
す

⑭⑭【【ＨＨ２２６６．．１１】】いいちちごご女女子子会会結結成成

平成２５年１２月号
第一中学校新校舎前で
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新安来市発足１０周年記念事業の一環として、夏

休みの朝の定番「夏期巡回ラジオ体操・みんなの

体操会」を８月１１日、十神小学校で開催し、元気

な安来市を全国に発信しました。

台風１１号の影響で開催が危ぶまれていました

が、開場時には雨がやみ、７００人を超える参加者

が講堂や校庭に集まりました。早朝から体操講

師・多胡肇さんの指導のもと、体をほぐしたり、

リハーサルをしたりして本番へ臨みました。安来

市の紹介、ラジオ体操の歌の後、第一、第二体操

と続き、多胡さんの指導とピアノ演奏に合わせて、

参加者は楽しみながら心地よい汗を流しました。

東比田地区でめぐり逢いをテーマにした“ サマー

フェスティバル逢いあい東比田” が 8 月 23 日・24

日、東比田交流センターなどで開催されました。

今回は、出会いの場が限られる地元の独身男性に

出会いの場を提供しようと、独身女性を募りお見合

いイベントを初めて企画。米子市、日南町、出雲市

から 8人の女性が参加して、地元の男性らとお菓子

作りや星空観察などで親睦を深め、2組のペアが誕

生するなど盛り上がりを見せました。

会場では、テント村や子どもたちが和太鼓を披露

するステージイベントなども行われ、にぎやかな雰

囲気に包まれていました。

この模様は NHKラジオで全国に生放送されました。

▲

米
粉
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

作
り
を
楽
し
む
参
加
者

▲

地
元
住
民
ら
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

様
子
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８月２３日、広瀬町布部地区で布部夏まつりが開

催され、通りに並べられた行灯や盆踊りなどを楽

しむ人でにぎわいました。

伝統の祭りを絶やすまいと、今年、布部地区自治

会長会協議会で考案したのが、地区内全 240 世帯

が各戸一つ以上のあんどんを制作する「一軒一灯

運動」。この日、会場では目標を大幅に超える 350

個のあんどんが幻想的な空間を演出しました。

行灯には、野菜やうちわなどのイラ

ストに「ありがとうたくさんいえる

人は幸せに」「究極の節電」などの言

葉が添えられ、見物客はそれぞれの

作品をじっくり楽しんでいました。

伯太町と広瀬町を結ぶ安能広域農道で、工事

中の第 2工区の卯月トンネル（全長４０３㍍）で

住民見学会があり、上吉田町と伯太町卯月地区

の住民５０人が参加しました。

安能広域農道は上吉田町から広瀬町までは開

通していますが、卯月トンネルを含んだ伯太町

から上吉田町までの第 2工区間（約 1.7 ㌔）は

平成 27 年度に完成予定。参加者らは３００㍍ほ

ど、掘削されたトンネル内部を見学しながら掘

削方法や工事機械などの説明を受けていました。

上吉田町に住む石場一枝さんは「買い物や親

戚の家に行くのに使用したい。開通が待ち遠し

い」と期待を寄せていました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

行灯が並んだ布部の本町通り

２１



伯太町上小竹にある鷹入の滝周辺で、「鷹入の

滝まつり」が 8月 13 日に開催され、帰省した家

族連れなど市内外の約 600 人の来場者でにぎわい

ました。

このまつりは、鷹入の滝まつり実行委員会（委

員長・安達秀夫上小竹連合自治会長）が、帰省客

にも楽しんでもらおうと毎年この時期に開催。鷹

入の滝は、平成 20 年に地域住民が水環境保全活

動を継続して行っていることなどが評価され、「平

成の名水百選」に選ばれるほどの水質を保ってい

ます。滝独特の涼しさを感じる二の滝周辺では、

子どもたちが、透き通った冷たい水にふれ、歓声

を上げながらつかの間の涼を体感していました。

安来市では、これまで 5年間で市内中学生３７人を

姉妹都市である韓国密陽市に派遣し、中学生同士の交

流を行っています。この国際交流を体験した学生を中

心にして、国際感覚に優れた人材の育成を推進するた
コ コ ク ラ ブ

め、「Koko Club」を結成し、８月１日に安来中央交

流センターで市内の小学生と交流会を行いました。

交流会には高校生 4人と小学生 5人が参加。高校

生が密陽市の様子や、韓国での体験などを伝えると、

小学生からは「韓国で困ったことは」、「生活に違いは

あるの」などの質問がありました。

参加した小学生は「韓国と日本の違いがおもしろ

かった。もっと外国のことを調べたい」と話していま

した。

盆野球として知られる「安来市自治会親善野球

大会」が 8月 13 日から 15 日までの 3日間、市内

7会場で開催され、83 チームが頂点を目指し、熱

戦を繰り広げました。

決勝戦で顔を合わせたのは、大会 5連覇を目指

す植田町と、7年ぶりの優勝を目指す月坂町。月

坂町が４対３とリードして迎えた最終回、植田町

が追い上げて一打サヨナラのチャンス。ここで岩

田京四郎選手がセンターへヒットを放ち、見事植

田町が 5連覇を達成しました。雨で池のように

なったグラウンドでの試合でしたが、両チームの

選手たちの全力プレーに、観客席か

ら大きな拍手が送られました。

（上）市の国際交流

担当者から韓国につ

いて学ぶ参加者

（左）韓国のお菓子

を食べながらの楽し

い交流会。

▲本滝の前で記念撮影する家族連れ

▲５連覇を達成した植田町のみなさん

２２



新新着着図図書書紹紹介介

おばさん事典 小川有里

最後のプレイボール 岩崎夏海

藍のエチュード 里見 蘭

胡蝶殺し 近藤史恵

おれたちの故郷 佐川光晴

推定脅威 未須本有生

アクアマリンの神殿 海堂 尊

きみは赤ちゃん 川上未映子

〈お子さんのほん〉

ぼくらのコブラ記念日 宗田 理

ブルーとオレンジ 福田隆浩

ともだちのまほう 北川チハル

うみの１００かいだてのいえ

いわいとしお

あれあれ？そっくり！ 今森光彦

大出現！精霊図鑑 軽部武宏

徘徊タクシー 坂口恭平

恋の華・白蓮事件 永畑道子

銀翼のイカロス 池井戸潤

怪談四代記 八雲のいたずら

小泉 凡

家庭で楽しむ茶懐石・点心

山陰中央新報社

〈お子さんのほん〉

おりがみ・こうさくミニブック

げんき！かわいい！どうぶつ

おりがみ 山口 真

メリサンド姫 むてきの算数！

Ｅ・ネズビット

ひらがなどうぶつえん 関根榮一

きれいですごい魚

松浦啓一／監修

花ならば赤く 有吉佐和子

敗者たちの季節 あさのあつこ

【ヤマイダレ】の歌 西村賢太

四人組がいた。 高村 薫

明日の子供たち 有川 浩

「謝り方」の技術 福田 健

ケロポンズのもっともーっと

赤ちゃんあそび ケロポンズ

〈お子さんのほん〉

ニンジャさるとびすすけ

みやにしたつや

みずくみに 飯野和好

ユキとヨンホ 中川なをみ

六千人の命を救え！外交官・

杉原千畝 白石仁章

はじめよう！ダンス 田巻以津香

安来の夏を彩る「月の輪まつり」が８月 14 日から 17 日までの４日間、安

来港や安来町の中心市街地で行われ、約５万４千人がまつりを楽しみました。
に わ か

まつりは、14 日にダンスコンテストや花火大会、16 日はやすぎ仁輪加パレー

ドや安来節踊りなどを開催。また、4日間にわたって行われた月の輪神事では、
だ し

新町、西御幸、大市場、八幡町の山車が「エンヤ

・エンヤ・デッコデ・ト－ヤー（みんな出てきて

参加しようの意）」のかけ声とともに、威勢よく町

内を練り歩き、夜遅くまでにぎわいました。

℡３７－００５０

月月のの輪輪神神事事

●そのほかの新着図書情報は

安来市ホームページ図書館情

報でご確認ください

検索安来 図書館情報

仁仁輪輪加加パパレレーードド

℡３２－４４５５

閉館時間 20時から 19時になります

期 間 10月 2日㈭～平成 27年３月 31日㈫

10月から閉館時間が変更になります

安安来来節節踊踊りり

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

安来市立図書館

５５千千発発のの花花火火

２３



国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
国
保
の
保
険
証
）
の
更
新

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
７

現
在
お
持
ち
の
国
保
の
保
険

証
は
、
有
効
期
限
が
平
成
２６
年

９
月
３０
日
ま
で
で
す
。
１０
月
１

日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
新
し

い
保
険
証
を
、
次
の
と
お
り
お

送
り
し
ま
す
。

送
付
時
期
と
方
法

９
月
末
ま

で
に
世
帯
主
宛
に
加
入
者
全
員

分
の
保
険
証
を
一
括
し
、
特
定

記
録
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま

す
。（
郵
便
受
箱
に
配
達
す
る
ま

で
の
記
録
を
残
す
も
の
で
、
受

領
時
の
署
名
な
ど
は
不
要
で
す
）

そ
の
他

▽
現
在
お
持
ち
の
国

保
の
保
険
証
（
有
効
期
限
が
平

成
２６
年
９
月
３０
日
の
も
の
）は
、

１０
月
１
日
以
降
裁
断
す
る
な
ど

し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い

▽
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
人
は
、
国
保
の
保
険
証

は
使
え
ま
せ
ん
。
新
し
い
保
険

証
と
国
保
の
保
険
証
を
お
持
ち

の
上
、
必
ず
国
保
の
資
格
喪
失

の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
月
か
ら
福
祉
医
療
費
助
成
制

度
を
拡
充
し
ま
す

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
９
４

重
い
障
が
い
の
あ
る
人
や
ひ

と
り
親
家
庭
の
人
に
対
し
て
、

医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
軽
減

す
る
福
祉
医
療
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。
１０
月
か
ら
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点

①
対
象
の
拡
大

従
来
の
身
体
障
が
い
者
や
知
的

障
が
い
者
に
加

え
、
新
た
に
精

神
障
が
い
者
も

対
象
に
な
り
ま

す
。

②
自
己
負
担
上
限

額
の
引
き
下
げ

医
療
機
関
に

支
払
う
自
己
負

担
限
度
額
が
引

き
下
げ
に
な
り
ま
す
。
（
２０
歳

未
満
の
障
が
い
者
は
変
更
な
し
）

※
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
対
象
者
で
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
保

険
年
金
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
制
度
の
詳
細
は
広
報
紙
８
月

号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保
険

年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

就
学
時
健
康
診
断
の
実
施

●問
教
育
総
務
課
℡
２３‐

３
３
１
０

平
成
２７
年
度
、
小
学
校
に
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
１０
月
中
旬
か
ら
１１
月
に
か

け
て
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
ご
家
庭
に
は
、
９
月

中
旬
に
文
書
で
ご
案
内
し
ま
し

た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
は
お
早
め
に

●問
福
祉
課
℡
３２‐

９
５
０
０

安
来
市
で
は
、
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
を
８

月
１
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

締
切
日
は
、
窓
口
受
付
は
１０
月

３１
日
㈮
ま
で
、
郵
送
の
場
合
は

１１
月
１
日
㈯
（
消
印
有
効
）
で

す
。
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

注：フェイスブックおよび、ツイッター上にお寄せいただくコメン
トやお問い合わせには、原則回答はいたしません。お手数ですが、
市の担当部署まで直接お問い合わせください。

■義援金箱設置場所

・安来●庁総合案内

・広瀬地域センター（広瀬●庁）

・伯太地域センター（伯太●庁）
■受付期間

12 月 15 日㈪まで（予定）

■義援金寄託先

日本赤十字社島根県支部

安来市では、8月 19 日からの大雨

で被害を受けた広島県の被災者を支援

するための義援金を受け付けています。

ＬＬ字字型型画画面面でで表表示示

■自動表示する情報 安来市が対象地区に含まれる気象警報・

気象特別警報、震度４以上の緊急地震速報・地震情報、国民保

護情報、大津波警報・津波警報

■掲載するメディア（媒体）

・安来市ホームページ（画面上部に表示）

・どじょっこテレビの自主チャンネル放送画面

（L字型画面で表示）

・安来市公式のフェイスブック、ツイッター

※上記の表示先には、市が独自に発信する、避難情報や生活イ

ンフラ障害などの緊急防災関連情報も表示します。

広島県大雨災害に対する

義援金を受け付けています

●問総務課℡２３‐３０１７

気象警報・緊急地震速報等の緊急情報を

市のホームページなどへ自動表示します

●問危機管理課 ℡２３‐３０７４

国の全国瞬時警報システム（Ｊア

ラート）により安来市に送られる、防

災に関する緊急情報を、市のホーム

ページや、どじょっこテレビ自主チャ

ンネルの放送画面などへ即時に自動表

示するようにしました。

行行

政政

２４



里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

●問
島
根
県
里
親
会
事
務
局

℡
０
８
５
２‐

２１‐

３
１
６
８

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、

家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い

ま
す
。
里
親
と
は
、
こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に
迎

え
入
れ
、
家
庭
的
な
環
境
の
中

で
愛
情
を
込
め
て
養
育
し
て
く

だ
さ
る
人
で
す
。

子
ど
も
が
好
き
で
真
心
を
込

め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
研

修
を
受
講
す
る
な
ど
の
条
件
は

あ
り
ま
す
が
、
特
別
な
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、

１
泊
２
日
、１
週
間
、１
カ
月
間

な
ど
短
期
間
の
養
育
を
し
て
く

だ
さ
る
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

里
親
さ
ん
と
の
お
は
な
し
会
を

開
催
し
ま
す
（
参
加
無
料)

●申
●問
島
根
県
里
親
会
事
務
局

℡
０
８
５
２‐

２１‐

３
１
６
８

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が

家
庭
の
ぬ
く
も
り
の
中
で
生
活

で
き
る
こ
と
を
願
い
、
多
く
の

人
に
里
親
制
度
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
県
内
に
お
住
ま
い

の
里
親
さ
ん
と
の
お
は
な
し
会

を
開
催
し
ま
す
。
里
親
家
庭
の

子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
お
は

な
し
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１０
月
２６
日
㈰
１３
時
〜

場
所

島
根
県
立
図
書
館

対
象

里
親
に
興
味
の
あ
る

人
、
里
親

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
を
開
催

●申
●問
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談

セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
９
０
５

０
８
５
２‐

３２‐

５
９
２
４

こ
の
家
族
教
室
は
、
ひ
き
こ

も
り
に
関
す
る
知
識
や
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
へ
の
対
応
の
工
夫

を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
、
ご

家
族
同
士
で
語
り
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
ご
家
族
の
不
安
や
焦

る
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
場
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

第
１
回

１０
月
１４
日
㈫
、

第
２
回

１１
月
４
日
㈫
第
３
回

１２
月
１２
日
㈮
い
ず
れ
も
１３
時
〜

１６
時

場
所

第
１
回
松
江
合
同
庁
舎
、

第
２
・
３
回
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

島
根

対
象

中
学
校
卒
業
以
降
の
ひ

き
こ
も
り
当
事
者
の
い
る
ご
家
族

申
込
方
法

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

組
織
機
構
を
変
更
し
ま
し
た

●問
人
事
課
℡
２３‐

３
０
２
１

９
月
１
日
か
ら
教
育
委
員
会

事
務
局
に
給
食
セ
ン
タ
ー
開
設

準
備
室
を
新
設
し
ま
し
た
。
場

所
は
伯
太
庁
舎
で
、
電
話
番
号

は
０
８
５
４‐

２３‐

３
３
２
５

で
す
。

・
散
歩
中
の
ふ
ん
は
必
ず
始
末

し
ま
し
ょ
う

ふ
ん
の
放
置
は
周
囲
に
不
快

感
を
与
え
、
大
変
不
衛
生
で

す
。
イ
ヌ
を
連
れ
て
外
に
出
か

け
る
時
に
は
、
ご
み
袋
な
ど
を

持
っ
て
、
フ
ン
の
後
始
末
を
き

ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

・
鑑
札
や
注
射
済
証
を
つ
け
ま

し
ょ
う

飼
い
犬
は
、
一
生
に
一
度
の

登
録
（
鑑
札
の
交
付
）
と
狂
犬

病
の
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鑑
札
、

注
射
済
票
は
、
身
元
表
示
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
装
着
し
ま

し
ょ
う
。

・
ネ
コ
は
室
内
で
飼
う
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す

放
し
飼
い
で
ネ
コ
を
飼
う
こ

と
は
、
自
由
交
配
に
よ
り
飼
い

主
の
い
な
い
ネ
コ
の
繁
殖
を
助

長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ネ

コ
は
生
活
環
境
が
整
え
ば
、
屋

内
飼
育
は
可
能
で
す
。
感
染
症

の
防
止
、
交
通
事
故
の
回
避

等
、
ネ
コ
の
健
康
と
安
全
の
た

め
に
も
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
に
エ

サ
を
上
げ
な
い
で
く
だ
さ
い

飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
に
エ

サ
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
そ
の
場

所
に
す
み
着
い
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
、
苦
情
や
相
談

の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

飼飼
いい
主主
とと
しし
てて
のの
「
マ
ナ
ー
」
守守
れれ
てて
いい
まま
すす
かか
？

ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
大
切
な
ペ
ッ
ト
が
原
因
で
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
飼
い
主
の
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
で

回
避
で
き
る
も
の
で
す
。「
ル
ー
ル
」
と「
マ
ナ
ー
」

を
守
り
責
任
を
持
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ヌ
の
飼
い
方

●
ネ
コ
の
飼
い
方

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

FAX

××××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

11 月 30日をもって

安来市民会館を閉館します

市民会館解体工事に伴い、

市民会館の貸館業務は平成

26年 11月 30日㈰をもって

終了します。解体工事につい

ては、詳細が決まり次第広報

紙などでお知らせします。

●問地域振興課
℡２３‐３０７０

市ではフン放置防止用

看板を自治会などに無

償提供しています。希

望される人は環境政策

課までご連絡くださ

い。（諸条件あり）

●問環境政策課
℡２３‐３０９８

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
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県
民
い
き
い
き
活
動
奨
励
賞
候

補
団
体
を
募
集
し
ま
す

●申
●問
島
根
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進

室
℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
０
９
６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
グ
ル
ー
プ
、

企
業
、
青
少
年
の
団
体
等
が
取

り
組
む
県
民
い
き
い
き
活
動

（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
、
不

特
定
多
数
の
も
の
の
利
益
の
た

め
の
自
発
的
な
活
動
）
の
う

ち
、
特
に
優
れ
た
活
動
を
知
事

表
彰
し
ま
す
。

募
集
部
門
・
対
象

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
…
県
内
主

た
る
事
務
所
を
有
す
る
団
体

▽
企
業
部
門
…
県
内
に
本
支
店

ま
た
は
営
業
所
等
を
有
す
る
企

業

▽
ユ
ー
ス
部
門
…
県
内
の

高
校
生
以
上
の
年
齢
層
の
青
少

年
組
織
が
取
り
組
む
活
動

表
彰
要
件

先
駆
性
お
よ
び
地

域
社
会
で
の
貢
献
度
が
高
く
、

効
果
の
現
れ
て
い
る
も
の
。
活

動
期
間
が
お
お
む
ね
５
年
以
上

応
募
方
法
・
期
限

自
薦
他
薦

を
問
わ
ず
、
１０
月
３１
日
㈮
当
日

消
印
有
効

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
９
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
９
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
２３
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２５
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
２３
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１０
月
１５
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２６
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室（

要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

持
ち
物

母
子
健
康
手

帳
、
冊
子「
離
乳
食
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
、

①
は
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

①
生
後
１２
カ
月
〜
２４
カ
月
児

日
時
・
場
所

１０
月
７
日
㈫
９

時
４５
分
〜
１０
時
、
広
瀬
●健

申
込
期
限

１０
月
３
日
㈮

②
生
後
５
カ
月
〜
６
カ
月
児
、

生
後
９
カ
月
〜
１１
カ
月
児

日
時

１０
月
２１
日
㈫
▽
生
後
５

〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜
１０

時

▽
生
後
９
〜
１１
カ
月
児
…

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

１０
月
１７
日
㈮

バ
ス
を
公
売
し
ま
す

●申
●問
・
車
両
に
関
す
る
こ
と

市
民
参
画
課
℡
２３‐

３
０
６
９

·

入
札
に
関
す
る
こ
と

管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

次
の
車
両
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
公
売
車
両

広
域
生
活
バ
ス
平
成
１２
年
式
、

走
行
距
離
約
７８
万
４
千
㌔

申
込
締
切

１０
月
１４
日
㈫

入
札
日

１０
月
２２
日
㈬

場
所

安
来
中
央
●交
２
階
第
６

会
議
室

●問しまねまごころバンク℡０８５３‐２２‐２５５６

●臓器や骨髄などの移植医療は、医

療者と患者さんだけでなく、第三者

の善意による提供から成り立ってい

ます。

●臓器などを「提供したい」「提供したくない」

は、どちらも一人一人の平等で大切な意思です。自

分の気持ち、大切な家族の気持ちを、この機会に

ご家族の皆さんでお話ししてみましょう。

●臓器提供の意思表示は、臓器提供意思表示カー

ド、運転免許証・健康保険証の裏面の意思表示欄

に記入することができます。

１１００月月はは、、「「臓臓器器移移植植普普及及推推進進月月間間」」

「「骨骨髄髄移移植植推推進進月月間間」」

１１００月月１１００日日はは、、「「目目のの愛愛護護デデーー」」

マスコットキャラクター
まごころば

保保

健健

２６



子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
子
育
て
支
援
講
座「
保
育
所
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
」（

要
申
込
）

保
育
所
に
子
ど
も
を
通
わ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
保
護
者
を

対
象
に
、
保
育
所
入
所
に
関
す

る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２８
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

●●
子
育
て
講
演
会
「
今
、
子
育

て
に
大
切
な
こ
と
」（
託
児
あ
り
・

要
申
込
）

長
年
、
保
育
所
（
園
）
に
勤

務
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
の
育
ち

を
見
つ
め
て
こ
ら
れ
た
講
師

が
、
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る

保
護
者
に
心
の
栄
養
を
与
え
ま

す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２４
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

か
ず

講
師

門
脇
弌
子
氏
。

つ
ど
い
の
広
場
行
事

●申
●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

●●
小
児
科
の
先
生
に
聞
い
て
み

よ
う
（
要
申
込
）

予
防
注
射
の
こ
と
や
病
気
の

対
処
法
な
ど
普
段
聞
け
な
い
こ

と
を
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

１０
月
７
日
㈫
１３

時
３０
分
〜
１５
時
、
つ
ど
い
の
広

場
（
親
子
●交
内
）

●●
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

楽
し
い
「
お
は
な
し
音
楽
」

の
歌
ユ
ニ
ッ
ト
・
さ
く
ら
組
さ

さ
ん
の
す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
聴
い
て
、
親
子
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

１０
月
２８
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
つ
ど
い

の
広
場

が
ん
検
診

●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

日
時
・
場
所

１０
月
１１
日
㈯
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
安
来
店

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１０
月
６
日
㈪
・
２０
日
㈪
・

２７
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
。

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
エ
ク
セ
ル
応
用
夜
間
コ
ー
ス

前
編

日
時

１０
月
２１
日
㈫
〜
１１
月
７

日
㈮
の

火
・
金

曜

日
（
６
日

間
）
１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
２
１
６
０
円
）
。

対
象

エ
ク
セ
ル
初
級
習
得
の
人

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
要

申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要
。

②
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
８
パ
ソ
コ
ン

持
込
み
初
心
者
午
前
コ
ー
ス

日
時

１０
月
２３
日
㈭
・
２４
日
㈮
・

２７
日
㈪
・
２８
日
㈫
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
８
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
要

申
込

▽
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
８
パ

ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
が
必
要
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
１２
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料

一
人
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談

▽
パ
ソ
コ
ン

の
持
込
不
要
。

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
「
Ｉ

Ｔ
事
務
実
践
科
」

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ
ン

技
能
・
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
目
標
で
す
。

期
間

１２
月
２
日
㈫
〜
平
成
２７

年
２
月
２７
日
㈮
９
時
３０
分
〜
１６

時
１０
分
（
３
カ
月
。
土
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

募
集
期
間

１０
月
１
日
㈬
〜
１１

月
４
日
㈫

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
個
人
負
担
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
雇

用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当
な

ど
が
支
給

▽
訓
練
受
講
給
付

金
も
対
応
。

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来
（
℡

２２‐

２
５
４
５
）

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

働働ききざざかかりりのの健健康康づづくくりり研研修修会会

（（受受講講無無料料・・要要申申込込））

●申●問松江保健所健康増進課
℡０８５２‐２３‐１３１４

働き盛りの世代の健康づくりをすすめ

るため、健康づくりに関する研修会を開

催します。

日時 11 月５日㈬14時～16時 20分

（受付 13時 30分～）

場所 島根県松江合同庁舎（松江市）

内容・がん検診啓発サポーターによる講話

・講演「３大疾病にかからないコツ」

講師 堀内科・胃腸科医院院長

堀浩太郎氏

申込期限 10 月３日㈮

教教
室室
・・
講講
座座

２７



早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の

た
め
の
技
能
講
習「
介
護
ス
タ
ッ

フ
養
成
講
習
」
（
受
講
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐

７８‐

１
１
４
２

実
習
や
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
技
能
講
習
で
す
。
昨

年
は
約
６５
㌫
の
人
が
早
期
に
就

職
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
・
場
所

１１
月
２１
日
㈮
〜

１２
月
５
日
㈮（
平
日
の
９
日
間
）

１０
時
〜
１６
時
、
島
根
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
松
江
市
西
川
津
町
）

対
象

５５
歳
以
上
の
人
。

申
込
期
限

１１
月
７
日
㈮

定
員

１５
人

太
極
拳
無
料
体
験
教
室

１０
月
に
１
カ
月
間
の
無
料
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
●問

●●
安
来

▽
金
曜
日
１３
時
〜
１４

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交
、
藤
原

雅
江
（
℡
２８‐

６
０
１
４
）

▽
木
曜
日
１９
時
３０
分
〜
２１
時
、

安
来
中
央
●交
、
藤
井
克
裕
（
℡

２２‐

２
４
６
２
）

▽
土
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

安
来
中
央
●交
、
為
国
勝
（
℡
３７

‐

０
４
２
６
）

●●
広
瀬

水
曜
日
２０
時
〜
２１
時

３０
分
・
金
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１

時
、広
瀬
中
央
●交
、吉
田
通
子（
℡

０
９
０‐

４
８
０
２‐

２
２
７
９
）

●●
伯
太

月
曜
日
１９
時
４５
分
〜

２１
時
１５
分
、
は
く
た
文
化
学
習

館
、
西
奥
浩
子
（
℡
３７‐

１
０

１
９
）

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

·

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２
日
㈭
・

８
日
㈬
・
２２
日
㈬
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

日
曜
労
働
相
談
会
（
無
料
・
要

予
約
）

●申
●問
島
根
県
労
働
委
員
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
４
５
０

「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
解
雇
」

「
賃
金
不
払
」
な
ど
、
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

日
時

１０
月
２６
日
㈰
１０
時
〜
１５
時

場
所

く
に
び
き
メ
ッ
セ

そ
の
他

▽
秘
密
厳
守

▽
労

働
者
・
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す

▽
予

約
優
先
で
す
が
当
日
受
付
も
し

ま
す
。

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
０
８
５
２‐

３２‐

４
２
０
０

日
時
・
場
所

１０
月
５
日
㈰
１０

時
〜
１６
時
、
松
江
テ
ル

サ
（
松
江
市
朝
日
町
）

内
容

相
続
、
贈
与
、

売
買
な
ど
の
登
記
や
会

社
設
立
、
土
地
の
境
界
問
題
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
人
権
問

題
な
ど
。

そ
の
他

▽
相
談
は
法
務
局
職

員
、
公
証
人
が
応
じ
ま
す

▽

秘
密
厳
守

１０
月
は
３
カ
所
で
開
催
し
ま
す

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

相
続
、
遺
言
、
不
動
産
売
買
、

名
義
変
更
登
記
、
お
金
の
貸
し

借
り
、
借
金
、
悪
質
商
法
、
会

社
登
記
、
裁
判
、
成
年
後
見
等

高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
安
来
会
場

日
時
・
場
所

１０
月
１
日
㈬
１４

時
〜
１７
時
、
安
来
中
央
●交

●
松
江
会
場

日
時
・
場
所

１０
月
１８
日
㈯
１３

時
〜
１７
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

そ
の
他

予
約
優
先
（
予
約
は

平
日
１２
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
）

●
赤
屋
会
場
（
要
申
込
）

日
時
・
場
所

１１
月
９
日
㈰
１０

時
〜
１６
時
・
赤
屋
老
人
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

予
約
優
先
で
す
が
、

当
日
で
も
受
付
ま
す
。

●申
●問
・
安
来
・
松
江
会
場

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

・
赤
屋
会
場

日
本
司
法
書
士
連
合
会
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
・
吉
村

℡
０
８
５
２‐

２２‐

１
０
２
６

●申●問島根県環境生活総務課
℡０８５２‐２２‐５１０３／ＦＡＸ０８５２‐３２‐５９１８

1０月２５日㈯、１１月８日㈯、９日㈰、１５日㈯、
２２日㈯、３０日㈰、１２月６日㈯
いずれも１３時～１６時

５０人（７回の講座に継続して参加できる
人を優先します）

電話・ＦＡＸで申し込んでください。

ホテル白鳥（松江市千鳥町）

消費者リーダー育成講座（無料）

９月１６日㈫～１０月１４日㈫
※定員になり次第締め切ります

安来地域で活躍する消費者リー

ダーの育成を目的とした講座を開

設します。消費者の自立と権利の

確立を推し進めていくための講義

を行います。

相相

談談

日 時

場 所

定 員

申込期間

申込方法

２８



各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広

瀬
・
伯
太
会
場
…
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６

８特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）
▽

安
来
会
場
９
時
３０
分
〜
１６

時
、
広
瀬
会
場
９
時
〜
１２

時

▽
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相

談
会
（
要
予
約
）
▽
サ
ポ

ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

結
婚
相
談
や
す
ぎ
「
は
ぴ

こ
の
部
屋
」

▽
１０
時
〜

１２
時

▽
定
住
企
画
課
℡

２３‐

３
０
５
９

安
来
商
工
会
議
所
青
年
部
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
安
来
大
会

●申
●問
安
来
商
工
会
議
所
青
年
部

℡
２２‐

２
３
８
０

２３‐

２
３
１
４

初
の
安
来
開
催
を
記
念
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
ま
す
。

●●
記
念
講
演

日
時
・
場
所

１０
月
１１
日
㈯
１３

時
１５
分
〜
１４
時
４５
分
、
安
来
市

民
体
育
館

講
師

錦
織
良
成
氏
（
映
画
監

督
・
脚
本
家
）

演
題「
ロ
ー
カ
ル
こ
そ
最
先
端
」

入
場
無
料

●●
安
来
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ま
つ
り

日
時
・
場
所

１０
月
１１
日
㈯
９

時
３０
分
〜
１５
時
、
安
来
公
園

内
容

ど
じ
ょ
う
す
く
い
大

会
、
伯
太
太
鼓
、
安
来
節
公

演
、
六
子
ラ
イ
ブ
な
ど

▽
ど
じ
ょ
う
す
く
い
大
会
参
加

者
募
集
（
優
勝
賞
金
あ
り
）

ポ
イ
（
紙
）
で
す
く
う
大
会
。

日
時

１０
月
１１
日
㈯
１１
時
３０
分

〜
１４
時

参
加
資
格

小
学
生
以
上

参
加
方
法

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
９
月
２６
日
㈮

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

て
く
だ
さ
い
。

米
子
駐
屯
地
創
設
６４
周
年
記
念

行
事

●問
米
子
駐
屯
地
広
報
室

℡
０
８
５
９‐

２９‐

２
１
６
１

日
時
・
場
所

１０
月
２６
日
㈰
９

時
〜
１５
時
、
米
子
駐
屯
地
（
米

子
市
両
三
柳
）

内
容

記
念
式
典
・
パ
レ
ー

ド
、
訓
練
展
示
、
野
外
売
店
・

野
だ
て
、
こ
ど
も
広
場
、
装
備

品
展
示
、
自
衛
隊
車
両
体
験
試

乗
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

そ
の
他

▽
駐
屯
地
周
辺
に
臨

時
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す

▽
詳
細
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
「
陸
自
米
子
」
で
検
索
。

山
陰
を
代
表
す
る
古
寺
「
清

水
寺
」
の
参
道
や
境
内
を
ほ
の

か
な
灯
り
で
照
ら
し
、
昼
間
と

は
違
っ
た
神
秘
的
な
空
間
を
演

出
し
ま
す
。
夜
の
境
内
散
策
で

ぜ
い
た
く
な
時
間
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

●
主
な
イ
ベ
ン
ト

▽
１８
日
㈯
…
本
堂
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
（
１８
時
〜
・
鑑
賞
無
料
）

し
ょ
う
み
ょ
う

天
台
聲
明
と
民
族
音
楽
グ
ル
ー

プ
!
こ
も
ど
"
の
ラ
イ
ブ

▽
１９
日
㈰
…
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
と

ジ
ャ
ワ
の
ワ
ヤ
ン（
影
絵
芝
居
）

▽
湯
行
（
護
摩
火
）

せ
い
り
ょ
う
て
い

▽
清
凌
亭
〜
灯
華
の
お
も
て
な

し
〜

▽
境
内
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
な
ど

●
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

期
間
中
は
、
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
と
、

さ
ぎ
の
湯
温
泉
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

そ
の
他

▽
１７
日
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
み

▽
詳
し
く
は
、

安
来
市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イイ
ベベ
ンン
トト

ＦＡＸ

灯灯参参道道
AAKKAARRII清清水水寺寺

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

日日時時 １１００月月１１７７日日㈮㈮～～１１９９日日㈰㈰

日日没没（（１１７７時時ごごろろ））～～２２００時時３３００分分

場場所所 清清水水寺寺

【展示部門】

華道・工芸立体・写真・書道・水墨画・日本画・

俳画・押花絵・自由応募 ※入場無料

日時 10 月 10日㈮～13日（月・祝）

10時～17時 ※最終日 16時まで

場所 安来中央●交

【文芸部門】

■将棋大会 日時 10 月 19日㈰９時～

場所 安来中央●交

■囲碁大会 日時 10 月 26日㈰９時～

場所 安来中央●交

※将棋・囲碁ともは当日参加ができます。

参加料が必要です。

安来市総合文化祭

気軽に参加、楽しく交流

●問安来市総合文化祭実行委員会
℡２３‐３３１６

●問
安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

２９



た
の

名
碗
を
愉
し
む
会

●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

学
芸
員
の
案
内
に
よ
る
館
内

見
学
の
後
、
季
節
の
お
菓
子
と

お
茶
、
そ
し
て
碗
を
愉
し
み
な

ぜ
い
た
く

が
ら
、
贅
沢
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１０
月
１９
日
㈰
１０
時
〜
・

１３
時
〜
（
美
術
館
見
学
後
、
茶

室
「
如
水
庵
」
に
て
呈
茶
）

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

料
金

２
５
０
０
円
（
美
術
館

入
館
料
・
季
節
の
お
菓
子
・
お

茶
代
を
含
む
）
。

申
込
期
限

１０
月
１５
日
㈬

「
第
１３
回
古
代
出
雲
王
陵
の
丘

健
康
ウ
オ
ー
ク
」
参
加
者
募
集

●申
●問
荒
島
●交
℡
２８‐

６
７
８
３

み
ん
な
で
一
緒
に
古
墳
の
宝

庫
荒
島
を
歩
き
、
健
康
な
体
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

１０
月
１２
日
㈰
受
付
８
時

〜
、
開
会
式
９
時
〜
、
ス
タ
ー

ト
9
時
３０
分
〜

場
所
（
集
合
・
受
付
）

古
代

出
雲
王
陵
の
丘
公
園
駐
車
場

コ
ー
ス

▽
荒
島
古
墳
コ
ー
ス
（
７
㌔
）

▽
ふ
る
さ
と
コ
ー
ス
（
４
㌔
）

▽
安
全
コ
ー
ス
（
３
㌔
）

参
加
料

高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
円
。

申
込
期
限

１０
月
２
日
㈭

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
、
お

に
ぎ
り
２
個
と
豚
汁
を
提
供
。

ウ
オ
ー
ク
終
了
後
は
お
楽
し
み

抽
選
会
。

フ
ラ
メ
ン
コ
ラ
イ
ブ
「
凛
」

●申
●問
フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
ジ
オ

ア
プ
エ
ス
ト

℡
０
９
０‐

９
０
６
８‐

４
５
３
８

伝
統
芸
能
で
あ
る
安
来
節
の

三
味
線
と
ス
ペ
イ
ン
民
族
芸
能

で
あ
る
フ
ラ
メ
ン
コ
の
和
と
洋

が
融
合
す
る
創
造
的
な
舞
台
公

演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

１０
月
４
日
㈯
１７
時
３０
分

〜
（
開
場
１７
時
〜
）

場
所

安
来
節
演
芸
館

料
金

１
８
０
０
円
（
全
席
自

由
）

前
売
り
券
販
売
所

安
来
節
演

芸
館
、
安
来
市
観
光
交
流
プ
ラ

ザ
（
安
来
駅
隣
接
）
な
ど

月
山
富
田
城
月
見
の
宴

●問
広
瀬
町
文
化
協
会
・
岡
崎

℡
０
９
０‐

８
０
６
３‐

９
２
９
４

ゆ
う
せ
い

本
成
寺
の
宝
物
（
友
聲
作
の

格
天
井
な
ど
）
拝
観
と
講
話
、

そ
し
て
茶
席
の
ひ
と
と
き
。

日
時

１０
月
１１
日
㈯
１７
時
〜

場
所

啓
運
山
本
成
寺
（
広
瀬

町
石
原
）

入
場
料

１
０
０
０
円

問い合わせ

℡２３‐０７５５

℡２３‐２０４８

℡２３‐２８９１

℡２３‐０７２１

℡２７‐０３２５

℡２３‐０７６４

℡２８‐８３４６

℡２８‐６７８３

℡２８‐８９８２

十神●交

社日●交

島田●交

宇賀荘●交

吉田●交

能義●交

飯梨●交

荒島●交

赤江●交

期 日

１０月５日㈰～６日㈪

１０月１２日㈰

１１月８日㈯～９日㈰

１０月１８日㈯～１９日㈰

１０月２６日㈰

１１月８日㈯～９日㈰

１０月２５日㈯～２６日㈰

１０月２５日㈯～２６日㈰

１１月９日㈰

地 区

十 神

社 日

島 田

宇賀荘

吉 田

能 義

飯 梨

荒 島

赤 江

問い合わせ

℡３２‐４１３８

℡３６‐０００１

℡３４‐０００１

℡３４‐０２１１

℡３５‐０１２９

℡３２‐３８４０

℡３２‐３２９８

℡３６‐０８５２

℡３６‐０３７６

℡３５‐００４７

広瀬●交

布部●交

比田●交

東比田●交

山佐●交

下山佐●交

菅原●交

宇波●交

西谷●交

奥田原●交

期 日

１０月２５日㈯～２６日㈰

１１月９日㈰

１１月９日㈰（※１）

１１月９日㈰（※１）

１０月２６日㈰

１１月９日㈰

１１月１６日㈰

１１月９日㈰

１１月３日㈪㈷

１１月９日㈰

地 区

広 瀬

布 部

比 田

東比田

山 佐

下山佐

菅 原

宇 波

西 谷

奥田原

問い合わせ

℡３７‐０８３５

℡３７‐０２２５

℡３７‐０８３６

℡３８‐０１４５

安田●交

母里●交

井尻●交

赤屋●交

期 日

１１月９日㈰

１１月９日㈰

１１月１５日㈯～１６日㈰

１１月１５日㈯～１６日㈰

地 区

安 田

母 里

井 尻

赤 屋

※１…比田地区と東比田地区は共同開催です。

各地区の交流センターを拠点に開催します。

作品展示や各種発表、特産品販売など、地区な

らではの催しが盛りだくさん。詳しくは、各地

区の交流センターにお問い合わせください。

※大塚地区は７月に開催しました。

秋秋のの地地区区文文化化祭祭
市民のみなさんの作品を展示

●問地域振興課 ℡２３‐３０７０

■安来地域

■広瀬地域

■伯太地域

浜田庄司
柿釉赤絵茶碗

河井寛次郎
呉洲碗泥刷毛目

３０



婚
活
が
１０
倍
楽
し
く
な
る
！

う

ん

ぱ

く

Ｕ
Ｎ‐

Ｐ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

２
０
１
４
参
加
者
募
集

●申
●問
出
会
い
の
場
づ
く
り
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
５
２‐

５５‐

５
６
６
０

０
８
５
２‐

５５‐

５
９
２
０

メ
ー
ル

teijukig
you
@
city
.

m
a
tsue
.lg
.jp

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

う
ん
ぱ
く

＝

「
雲
伯
地
方
」
の
独
身
男
女

を
対
象
と
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
。

日
時
・
場
所

●●
米
子
会
場

１１
月
２４
日
㈪
㈷

１０
時
〜
１５
時
、
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

●●
松
江
会
場

１１
月
３０
日
㈰
１０

時
〜
１５
時
、
松
江
テ
ル
サ

対
象

２０
歳
代
〜
４０
歳
代
の
独

身
男
女
（
各
会
場
定
員
１
０
０

人
）
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
リ
ま
す

会
費

３
５
０
０
円
（
事
前
の

振
り
込
み
が
必
要
）

内
容

第
１
部
男
女
別
セ
ミ
ナ

ー

第
２
部
交
流
会
（
昼
食
）

応
募
方
法

は
が
き
、メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
記
入
す
る
内
容
な
ど
は
実

行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

申
込
期
限

１０
月
３１
日
㈮
必
着

「
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
渡
部
陽
一

写
真
展
」内
容
変
更
の
お
知
ら
せ

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
５

先
月
号
の
広
報
紙（
９
月
号
）

の
掲
載
内
容
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

●
３
ペ
ー
ジ
「
同
時
開
催
！
戦

場
カ
メ
ラ
マ
ン
渡
部
陽
一
写
真

展
」
の
期
間
中
の
休
館
日
を
、

水
曜
日
休
館
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
写
真
展
期
間
中
は
休
ま
ず

開
館
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

昭
和
４１
年
に
建
設
さ
れ
た
安

来
市
民
会
館
が
間
も
な
く
そ
の

役
割
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
取
り
壊
し
を
前
に
、
市
民

会
館
を
愛
用
し
て
こ
ら
れ
た
み

な
さ
ん
に
よ
る
お
別
れ
の
催
し

を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

募
集

●
展
示
企
画

①
美
術
工
芸
作
品
等
展
示
（
原

則
団
体
に
よ
る
展
示
）

②
昭
和
の
市
民
会
館
写
真
展
示

・
市
民
会
館
が
写
っ
て
い
る
写
真

・
記
念
撮
影
等
、
市
民
会
館
の

前
で
撮
っ
た
写
真

・
演
劇
、講
演
会
、コ
ン
サ
ー
ト
、

展
示
会
な
ど
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
催
し
で
撮
影
し
た
写
真

参
加
条
件

▽
展
示
に
無
償
で

写
真
を
貸
し
出
せ
る
人
（
電
子

デ
ー
タ
化
を
し
て
、
大
き
く
プ

リ
ン
ト
し
て
展
示
し
ま
す
。）

●
ス
テ
ー
ジ
企
画

演
奏
、
演
劇
、
吹
奏
楽
な
ど

参
加
条
件

▽
ス
テ
ー
ジ
で
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

け
る
団
体
、
個
人
。

締
切
日

１０
月
１４
日
㈫

応
募
方
法

電
話
や
フ
ァ
ク
ス

な
ど
で
安
来
市
民
会
館
さ
よ
な

ら
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
ま
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
応

募
多
数
の
場
合
、
ま
た
は
イ
ベ

ン
ト
の
本
旨
に
沿
わ
な
い
と
判

断
し
た
場
合
な
ど
、
出
演
や
展

示
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

応
募
方
法

写
真
と
必
要
事
項

を
記
入
の
し
た
所
定
の
応
募
用

紙
を
、
秘
書
課
ま
で
郵
送
ま
た

は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
広

瀬
・
伯
太
各
●地
で
も
受
付
可
）

募
集
部
門

①
腕
自
慢
部
門

（
上
・
中
級
者
向
け
）

②
腕
だ
め
し
部
門
（
初
心
者
向

け
）

③
い
き
い
き
子
育
て
部
門

テ
ー
マ

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や

育
児
の
場
面
な
ど
、
子
育
て
に

関
す
る
こ
と
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
秘
書

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

会期 展示企画 １２月１日㈪～７日㈰

ステージ企画 １２月６日㈯・７日㈰

※日程は変更する場合もあります

●申●問安来市民会館さよならイベント
実行委員会事務局（安来市地域

振興課内） ℡２３‐３０７０

２３‐３１５５

安安来来市市民民会会館館ささよよななららイイベベンントト

参参加加者者募募集集

そそ
のの
他他

ＦＡＸ

FAX

×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

や
す
ぎ
大
好
き
！
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
中

募
集
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
!
安
来
"
。

イ
ベ
ン
ト
、
自
然
、
文
化
、
人
な
ど
、
あ

な
た
が
思
う
安
来
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
何
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み

●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

１０
月
１５
日
㈬
締
切

※
当
日
消
印
有
効

作
品
送
付
先

安
来
市
役
所
秘
書
課
「
や
す
ぎ
大
好
き

！
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

〒
６
９
２‐

８
６
８
６

安
来
市
安
来
町
８
７
８‐

２

●申
●問
秘
書
課
℡
２３‐

３
０
１
０

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
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